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平素より本会の運営にご理解ご協力頂きまして誠にありがとうございます。 

近年、原材料費やエネルギー価格の高止まり、物流費の上昇などを背景とする物価高騰は、医療機関や薬

局経営にも重い負荷をもたらしております。こうした情勢の中、国では低所得世帯への給付制度の充実、光

熱費・燃料費支援、物価高に対応した賃上げ支援策などを組み込んだ総合的政策の検討が進められており、

医療・福祉分野においてもその影響や対応が焦点になっています。たとえば、医療機関に対し賃上げ税制を

活用する方向性が医療保険部会で示されており、診療報酬論議においても物価・人件費高騰対応が柱の一つ

と位置づけられています。また、医療従事者の賃上げについては、近年の２年間での上昇率が全産業平均の

半分以下にとどまっているというデータも報告されており、現場の不満や持続性への懸念が高まっていま

す。このため、適切な公定価格反映や診療報酬点数体系の見直しによって、医療現場にも公正な評価がなさ

れるべきとの要望が強まっております。 

こうした国の議論を踏まえ、地域薬局および薬剤師を取り巻くコスト環境と賃金環境の改善に関心を払い

つつ、制度変更や支援策が現場に適切に反映されるよう、会員の皆様と連携して情報収集と意見発信を行っ

ていきたいと考えております。特に、診療報酬改定や制度改変が地域医療の基盤に与える影響を注視し、

国・自治体との対話や要望活動については連盟活動において積極的に参画していく所存です。 

加えて、国においては国民皆保険制度の持続可能性を確保しつつ、保険料負担軽減や給付の見直しも論点

とされており、今後保険給付・自己負担・補助制度の均衡をどう維持していくかが問われています。私たち

薬剤師としては、患者さんに安心して医療・薬剤サービスを受けていただける環境を守るため、変化する制

度に柔軟に対応しつつ、地域に根ざした調整役・橋渡し役を果たしてまいりたいと思います。 

今後もメーリングを中心に皆様に有益な情報を発信して参りますので、メーリングや LINE に登録ご希望

の方は下記内容をご確認下さい。皆様や家族、スタッフの体調にご留意頂き、お体ご自愛頂ければと思いま

す。今後とも本会の運営にご理解ご協力の程宜しくお願い致します。 

 

□□□勉強会のお知らせ□□□ 

 
2025年 10月 10日（金）20:00～ 

 

保土ヶ谷公会堂２号会議室(保土ヶ谷区星川 1-2-1)にて開催 
研修センターの新システムに伴い現地参加の方は個人の QR コードを紙に印刷して持参してください。 

現地のみの開催となります。※申し込み期限 10月 6日(月) 
 

『手指衛生を基本とした感染対策』  健栄製薬株式会社     佐合 優輝 氏 

今泉 大希 氏 

……………………………………………………………………………………………………………………… 

●前期分の学薬の執務記録を回収しますので忘れずに持ってきてください。/ 学薬担当 深井 
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メーリングリスト登録希望連絡先 

yasuhiko@ishii-kusuri.com 

石井 泰彦 


